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ットワークが形成されているかは未だに解明されていない。              そこで今回
我々はまず最初に、骨組織中の細胞性ネットワーク及びコラーゲンネットワークを観察するため、近年






ができる。今回、16日齢ニワトリ胚頭蓋骨を試料とし、25× 25μmの断面 SEM像を 25nmごとに連続し
て撮影し、コンピュータ上で加工し 3次元再構築像を得た。これにより、骨組織中の細胞性ネットワー
クとコラーゲンネットワークを同時にかつ高詳細に観察できた。また、３次元再構築像をコンピュータ
上でさらに加工し、コラーゲン層をコラーゲンフィブリルとほぼ同等な 200nm 毎に z軸方向に観察する
と、各層においてコラーゲンの様相は全く異なり、その走行はランダムで秩序性に乏しいことが分かっ





















































 一方, 超高圧電子顕微鏡及び電子トモグラフィー法を用い観察したところ, 骨芽細胞内の細胞小器官
の分布には極性があり，それに呼応してコラーゲン分子を放出する部位は，細胞小器官に富んだ部位で
あることが示された。さらに，得られた連続断層像を画像解析し，コラーゲン分子及びコラーゲン細線










 以上のことから, 審査委員会は本論文に博士（歯学）の学位論文としての価値を認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
